
<研修会の様子> 

第 61 回 プラダーウィリー症候群集団外来 

 開催日  令和５年 12 月 22 日（金）13 時 30 分～16 時 00 分 

 場所   埼玉県立小児医療センター6 階 講堂（オンライン同時開催） 

 家族   13 家族（埼玉県内 10 家族、県外 3 家族） お子さんの年齢：1 歳～19 歳 

 支援者  2 名（児童デイサービス職員、理学療法士） 

 内容   【第１部】研修会「プラダーウィリー症候群における骨格系の合併症 

   - 整形外科医からのアドバイス- 」整形外科 平良 勝章 医師 

   【第 2 部】家族交流会 

  

 

 🌼整形外科平良医師より「プラダーウィリー症候群における骨格系の合併症-整形外科医からの 

 アドバイス-」のテーマについてお話しいただき、参加者からの質問に回答いただきました。 

       

 

 🌼参加者の自己紹介 

「お子さんの良いところ・自慢」を含めてお話いただき、お子さんの

とっておきのお写真も共有していただきました。また、お子さんご

本人よりご挨拶いただきました。 

 🌼グループ交流会 

 ご家族同士で自由に交流いただき、最後に集合写真を撮りました。 

＜アンケートでは以下のようなコメントをいただきました＞ 

 🌼研修会について 

側弯について詳しく知ることができた。成長ホルモンを早い時期から打っているので、進行する

のが早いかもと思っていたので少し安心できました。子供の成長に伴う新たな症状も想定して準

備しておく必要性を改めて実感し、とても貴重な機会となりました。膝のことについては初めて

お聞きしたことだったので、勉強になりました。早速ストレッチ運動から始めていきたいと思い

ます。診察時には遠慮して聞けないことも質問出来たり、貴重な時間でした、など 

 🌼集団外来に関して 

今まではオンライン参加でしたが、初めて交流会参加でき、先輩ママさんたちに悩んでいる事や

困っている事も聞けてよかったです。ネットの情報だけではない、こうした生の声が聴けるとい

うのはとても貴重で、このような会の最大の利点ではないかと思っております。コロナで直接会

えなかったのが、今年は会うことが出来てお子さんたちの成長もみられ、希望を持つことが出来

ました、自分のやっていることが正しいのか…これでいいのか…思う事も同じ境遇の親御様と話

すことで安心できる部分がたくさんありました、など 

＜ご参加いただいたご家族の皆さま、ありがとうございました。＞ 

第 1部 研修会 

第 2部 家族交流会 


